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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　石原准教授に論文奨励賞／𠮷
　　　村教授に警察庁警備局が感謝
　　　状／竹内さんベストポスター

　　　賞／就活・採用選考スタート

３面　高校教員への入試説明会／同

　　　窓会70周年・総会開く／赤澤

　　　研が医療団体ロゴ制作／本学

　　　赤れんが門を朝日連載で紹介

４面　第22回文化の祭典開く／クラ

　　　ブの活動状況

　
小
宮
一
仁
学
長
は
４
月
24

日
、
ド
イ
ツ
西
部
ノ
ル
ト
ラ

イ
ン

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ

ン
州
ボ
ー
フ
ム
市
の
ル
ー
ル

大
学
ボ
ー
フ
ム
を
訪
問
し
、

交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

　
ボ
ー
フ
ム
は
ド
イ
ツ
の
重

工
業
を
牽
引
し
た
ル
ー
ル
工

業
地
帯
の
都
市
。
戦
後
、
炭

鉱
閉
鎖
後
は
学
術
振
興
に
傾

注
。
ド
ル
ト
ム
ン
ト
、
エ
ッ

セ
ン
、
ヘ
ル
ネ
に
隣
接
し
て

い
る
。

　
ル
ー
ル
大
ボ
ー
フ
ム
は
州

立
で
、
理
工
・
医
学
系
や
人

文
系
の
20
学
部
約
80
学
科
が

あ
り
、
学
生
数
約
３
万
３
千

人
超
。
日
本
史
・
日
本
語
の

学
科
も
あ
る
。

　
本
学
が
交
流
協
定
を
結
ん

だ
海
外
大
学
は
こ
れ
で
17
カ

国
・
地
域
、
34
大
学
と
な
っ

た
。

（
写
真
は
左
か
ら
メ
シ
ュ
ケ

都
市
環
境
工
学
部
教
授
、
小

宮
一
仁
学
長
、
マ
ー
ク
都
市

環
境
工
学
部
学
部
長
、
オ
ス

テ
ン
ド
ル
フ
副
総
長
）

　
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
チ
ー
ム
「CIT Brains

」

写
真

が
５
月
５
、
６
日
、
金
沢
工
業
大
（
石
川
県

野
々
市
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０
１
７
」
の
サ
ッ
カ
ー
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
リ

ー
グ
・
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門
で
３
年
連
続
、
通
算
８
度
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

も
１
位
に
な
り
、
千
葉
工
大
生
の
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
の
「
実
力
」
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
７
月
下
旬
に
行
わ
れ

る
世
界
大
会
で
２
０
１
４
、
15
年
に
次
い
で
３
度
目
の
世
界
制
覇
に
挑
む
。

ロボカップ国内V8
未ロボチーム

来
月
、名
古
屋
で
世
界
戦

■
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ

ー
プ
ン
２
０
１
７
参
加
メ
ン

バ
ー
（
敬
称
略
）

　
関
遥
太
▽
加
瀬
林
千
里 

▽
林
禎
矢
（
以
上
未
ロ
ボ
４

年
）
▽
島
田
悟
志 

▽
中
島

崇
晴
（
同
３
年
）
▽
宮
澤
貴

広
▽
小
林
塁
▽
高
橋
直
樹
▽

田
村
正
和
▽
畠
山
佑
太
（
同

２
年
）

　「
２
０
５
０
年
ま
で
に
サ

ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
勝
つ
自
律
型
の
ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
を
作

る
」
と
い
う
ロ
ボ
カ
ッ
プ
の

目
標
に
迫
る
た
め
に
、
ヒ
ュ

ー
マ
ノ
イ
ド
リ
ー
グ
の
ル
ー

ル
は
毎
年
改
正
さ
れ
、
難
易

度
が
急
速
に
上
が
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
が
追
い
付
か
ず
に
出
場

を
断
念
す
る
チ
ー
ム
が
少
な

く
な
い
。

　
今
大
会
で
キ
ッ
ド
サ
イ

ズ
部
門
に
出
場
し
た
の

は
、CIT 

Brains

の

他

に

は
金
沢
工
大
「WinKIT

」、

東

京

工

芸

大
「R

V

‐

infinity

」、

い

わ

き

明

星

大
「Iwaki

‐Meisei

」

と

学

生

サ

ー

ク

ル

の

「TORobots

」
の
４
チ
ー
ム

だ
け
。
よ
り
機
体
が
大
き
い

テ
ィ
ー
ン
と
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ズ
は
出
場
チ
ー
ム
が
な
く
、

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
。

　
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
の
ゲ
ー
ム

は
出
場
５
チ
ー
ム
が
抽
選
で

対
戦
相
手
を
決
め
て
２
試
合

ず
つ
を
行
う
予
選
の
後
、
上

位
４
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
準
決
勝
、
決
勝
を
戦
う

方
式
で
行
わ
れ
た
。

　CIT Brains

は
予
選
で
ま

ずIwaki

‐Meisei

を
２
対

０
で
破
っ
た
後
、WinKIT

と

は
０
対
０
で
引
き
分
け
て
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
、

準
決
勝
はRV

‐infinity

に

４
対
０
で
圧
勝
。
決
勝
で
は

再
び
対
戦
し
たWinKIT

に
２

対
０
で
勝
っ
て
優
勝
の
栄
冠

を
手
に
し
た
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
①
ハ
イ
キ
ッ
ク
②
プ
ッ
シ

ュ
・
リ
カ
バ
リ
ー
③
ゴ
ー
ル

キ
ッ
ク
・
ウ
イ
ズ
・
ム
ー
ビ

ン
グ
ボ
ー
ル
の
３
種
目
で

行

わ

れ
、CIT 

Brains

と

WinKIT

が
出
場
。
３
種
目
と

もCIT 
Brains

が
圧
勝
し

た
。

　
今
回
の
一
連
の
ゲ
ー
ム
を

通
し
て
顕
著
だ
っ
た
の
は
、

CIT Brains

の
ロ
ボ
ッ
ト
の

得
点
能
力
の
群
を
抜
い
た
高

さ
だ
。
そ
の
第
一
の
原
動
力

は
、
今
回
導
入
し
た
高
度
化

し
た
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
る
ボ
ー
ル
認
識
能
力
の

向
上
。
フ
ィ
ー
ル
ド
上
で
は

CIT Brains

側
が
ボ
ー
ル
を

ほ
と
ん
ど
独
占
状
態
だ
っ

た
。

　完
全
制
覇
目
標
に

　　
２
０
０
６
年
の
チ
ー
ム

結
成
以
来
、
林
原
靖
男
教

授
、
南
方
英
明
教
授
指
導
の

下
、
着
実
に
技
を
磨
い
て
き

たCIT Brains

だ
が
、
今
年

度
は
学
生
た
ち
の
士
気
も
一

層
高
ま
り
、
完
全
制
覇
を
目

標
に
掲
げ
て
い
る
。

　
７
月
25
〜
31
日
、
名
古
屋

市
で
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
７
」

に
向
け
て
チ
ー
ム
は
現
在
、

さ
ら
に
強
力
な
得
点
能
力
を

持
つ
新
た
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
に
も
挑
ん
で
い
る
。

　
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
・
関
遥

太
さ
ん
の
話
　
名
古
屋
の
世

界
大
会
で
は
フ
リ
ー
キ
ッ
ク

の
導
入
な
ど
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

（
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
）
の

ル
ー
ル
に
準
じ
た
新
し
い
ル

ー
ル
が
導
入
さ
れ
、
よ
り
技

術
的
に
高
度
な
ゲ
ー
ム
が
戦

わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
回
の

ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
で
の
経

験
を
生
か
し
て
世
界
大
会
で

も
優
勝
し
、
僕
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
有
終
の
美
を
飾
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

深
層
学
習
、ボ
ー
ル
を
独
占

試合前にロボットを調整するCIT Brainsチーム

５月１日～９月30日

クールビス実施中

本
学
が
交
流
協
定
を
締
結

独ルール大ボーフムと
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共
に
研
究
し
て
き
た
１
〜
５

期
の
学
生
た
ち
、
職
人
さ

ん
、
恩
師
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
気
持
ち
を

新
た
に
し
て
今
後
も
精
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
コ
メ

ン
ト
を
寄
せ
た
。

　
日
本
建
築
仕
上
学
会
は
建

築
仕
上
げ
に
伴
う
設
計
・
材

料
・
構
法
・
施
工
技
術
の
進

歩
を
目
指
す
学
会
。

　
石
原
准
教
授
は
、
建
物
を

長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
仕
上

げ
材
料
や
、
屋
上
・
壁
、
人

工
地
盤
な
ど
を
植
物
で
覆
う

都
市
緑
化
を
研
究
。
漆
喰
や

畳
な
ど
の
伝
統
建
材
の
再
評

価
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。

招
く
恐
れ
が
あ
る
。
石
原
研

で
は
多
く
の
施
工
実
験
を
通

じ
、
適
切
な
塗
膜
厚
さ
を
確

保
で
き
る
施
工
条
件
を
、
施

工
の
し
や
す
さ
も
加
味
し
な

が
ら
明
ら
か
に
し
、
不
具
合

の
少
な
い
施
工
に
つ
な
が
る

指
標
を
提
示
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
防
水
分
野
で

施
工
性
を
加
味
し
た
品
質
に

関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
石
原
准
教
授
は
「
着
任
以

来
５
年
間
取
り
組
ん
で
き
た

研
究
を
評
価
し
て
い
た
だ

き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

後
の
課
題
」

平
成
29
年
度

笹
川
科
学
研
究
助
成
事
業
に

採
択
さ
れ
た
研
究

を
ポ
ス

タ
ー
発
表
し
、
ベ
ス
ト
ポ
ス

タ
ー
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
世
界
の
陸
地
の
４
割
は
年

間
降
水
量
よ
り
蒸
発
量
が
は

る
か
に
上
回
る
乾
燥
地
。
沙

漠
学
会
で
は
乾
燥
地
で
生
活

し
て
い
る
人
た
ち
の
文
化
や

灌
漑
シ
ス
テ
ム
、
土
壌
改
良

や
植
林
な
ど
を
幅
広
く
研
究

・
情
報
交
換
し
て
い
る
。

　
竹
内
さ
ん
は
、
乾
燥
地
で

は
な
い
も
の
の
湿
潤
な
房
総

半
島
南
部
・
い
す
み
市
の
耕

作
放
棄
さ
れ
た
谷
戸
田
に
注

目
、
谷
戸
田
を
囲
む
森
林
に

よ
る
水
源
涵
養
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ウ
オ
ー

タ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト(

雨
水
涵

養)

の
原
点
と
な
る
治
水
管

理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ア
ヴ
ダ
ト
遺
跡
や

ペ
ル
ー
の
世
界
遺
産
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
遺
跡
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
も
の
で
、
審
査
員
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
発
表
16
件
中
、 

ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞
２
件
の

う
ち
に
選
ば
れ
た
。

　
竹
内
さ
ん
は
「
矢
沢
先
生

の
ご
指
導
と
研
究
室
メ
ン
バ

ー
の
協
力
な
く
し
て
は
受
賞

で
き
な
か
っ
た
も
の
で
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
谷
戸
田
の
機

能
解
明
に
向
け
て
研
究
し
て

い
き
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ

た
。

　
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
で

警
察
が
行
っ
た
救
助
活
動
プ

ロ
セ
ス
を
詳
細
に
調
査
し
、

今
後
の
危
機
管
理
体
制
向
上

に
役
立
て
る
分
析
に
貢
献
し

た
と
し
て
、
都
市
環
境
工
学

科
の
𠮷
村
晶
子
教
授
に
６
月

６
日
、
警
察
庁
か
ら
警
備
局

長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
熊
本
地
震
は
揺
れ
に
よ
る

家
屋
倒
壊
で
は
阪
神
淡
路
大

震
災
以
来
最
大
の
被
害
が
出

た
。
前
震
・
本
震
型
の
地
震

だ
っ
た
こ
と
で
、
警
察
は
前

震
後
た
だ
ち
に
部
隊
を
大
規

模
に
派
遣
。
隊
員
約
千
人
が

既
に
熊
本
入
り
し
た
状
態
で

本
震
発
生
を
迎
え
、
直
後
か

ら
活
動
を
開
始
し
１
６
０
人

を
救
助
し
た
。

　
地
震
で
倒
壊
し
た
木
造
家

屋
で
の
救
助
活
動
の
実
情
は

こ
れ
ま
で
よ
く
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
具
体
的
な
救
助
プ
ロ

セ
ス
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ

た
。
警
察
庁
は
今
後
の
救
助

体
制
に
向
け
て
検
討
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
救
助
訓
練
施

設
の
設
計
に
協
力
し
て
き
た

𠮷
村
教
授
と
岐
阜
大
・
小
山

真
紀
准
教
授
ら
と
と
も
に
調

査
を
開
始
。
救
助
に
あ
た
っ

た
警
察
官
に
各
現
場
の
状
況

や
活
動
内
容
、
所
要
時
間
な

ど
を
聴
き
取
り
、
今
年
４
月

ま
で
の
約
１
年
を
か
け
て
分

析
し
、
適
切
な
体
制
や
救
助

方
法
、
訓
練
や
資
機
材
の
改

善
点
な
ど
を
ま
と
め
た
。
倒

壊
家
屋
で
の
救
助
活
動
が
こ

こ
ま
で
詳
細
に
実
態
調
査
さ

れ
た
の
は
初
め
て
。

　
𠮷
村
教
授
の
話
　
調
査
項

目
の
設
定
や
調
査
シ
ー
ト
の

設
計
か
ら
行
う
必
要
が
あ
っ

た
が
、
現
場
を
よ
く
知
る
警

察
担
当
者
が
再
現
模
型
を
使

っ
て
聴
き
取
る
な
ど
調
査
方

法
の
工
夫
に
率
先
し
て
取
り

組
ん
だ
。
研
究
者
の
我
々
も

デ
ー
タ
の
信
頼
性
確
保
に
努

め
各
分
野
の
力
を
結
集
し
た

こ
と
で
、
今
後
の
災
害
対
応

向
上
に
役
立
つ
有
意
義
な
デ

ー
タ
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。

𠮷
村
教
授
に
警
備
局
感
謝
状

▼　
熊
本
地
震
の
警
察
救
助
活
動
を
調
査
分
析

　
建
築
学
科
の
石
原
沙
織
准

教
授

写
真

が
、
ウ
レ
タ

ン
塗
膜
防
水
の
施
工
性
と
品

質
に
関
す
る
研
究
で
、
日
本

建
築
仕
上
学
会
・
２
０
１
７

年
学
会
賞
の
論
文
奨
励
賞
に

決
ま
り
、
５
月
23
日
、
東
京

都
港
区
芝
の
建
築
会
館
ホ
ー

ル
で
表
彰
さ
れ
た
。

　
ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防
水
は
、

塗
膜
の
厚
さ
が
適
切
で
な
い

と
、
漏
水
な
ど
の
不
具
合
を

石
原
准
教
授
に
論
文
奨
励
賞

▼　
ウ
レ
タ
ン
塗
膜
防
水
研
究
で
建
築
仕
上
学
会

 

　
ブ
ラ
ン
ド
力
と

　
教
職
協
働
味
方

　
就
職
委
員
会
の
ま
と
め

に
よ
る
と
、
こ
こ
３
年
間

の
学
部
卒
業
者
の
内
定
率

は
２
０
１
５
年
87
・
４

％
、
16
年
90
・
６
％
、
17

年
94
・
１
％
と
年
ご
と
に

記
録
更
新
し
て
い
る
。

　
一
方
、
文
部
科
学
省
と

厚
生
労
働
省
の
４
月
１
日

時
点
の
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
の
大
学
の
就
職
率
は

97
・
６
％
と
過
去
最
高
。

こ
の
就
職
率
は
「
就
職
希

望
者
の
う
ち
実
際
に
仕
事

に
就
い
た
人
の
割
合
」
で

あ
り
、
こ
れ
を
本
学
に
当

て
は
め
る
と
98
・
２
％
で

全
国
の
数
字
を
上
回
る
。

　
ち
な
み
に
本
学
の
内
定

率
は
「
在
籍
者
数
か
ら
大

学
院
進
学
と
卒
業
（
修

了
）
不
可
人
数
を
差
し
引

い
た
数
字
で
、
実
際
に
就

職
し
た
人
数
を
割
っ
た
も

の
」
だ
。

　
好
調
そ
の
も
の
と
い
え

る
本
学
の
就
職
状
況
の
背

景
に
は
、
こ
こ
数
年
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
２
年

連
続
全
国
９
位
に
象
徴
さ

れ
る
志
願
者
数
の
増
加
、

教
育
改
革
の
成
果
と
し
て

の
留
年
率
・
退
学
率
の
減

少
な
ど
が
あ
る
。「
千
葉

工
大
（
生
）
の
実
力
」
に

社
会
や
企
業
が
着
目
し
て

い
る
こ
と
の
表
れ
だ
。

　「
教
職
協
働
」
に
よ
る

本
学
独
自
の
学
生
支
援
態

勢
も
こ
の
好
調
を
後
押
し

し
て
い
る
。
就
職
課
の
ス

タ
ッ
フ
が
各
学
科
の
教
員

と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

科
に
最
適
な
学
生
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
背

景
に
は
「
フ
ェ
イ
ス
・
ト

ゥ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
を
大
切

に
」
と
い
う
大
学
ト
ッ
プ

か
ら
発
せ
ら
れ
た
理
念
が

あ
る
。
教
職
員
と
学
生
、

大
学
と
企
業
の
担
当
者
の

直
接
の
意
思
疎
通
が
相
互

の
信
頼
関
係
を
醸
成
し
、

高
い
内
定
率
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

　
昨
年
度
、
本
学
に
求
人

を
寄
せ
た
企
業
は
１
万
４

１
１
１
社
で
、
前
年
よ
り

９
６
６
社
増
え
た
。
今
年

度
は
一
層
の
求
人
企
業
増

も
予
想
さ
れ
る
中
で
、
就

職
・
進
路
支
援
部
は
３

月
、
４
月
に
続
い
て
今
年

３
回
目
の
合
同
企
業
説
明

会
を
６
月
21
日
に
開
催
。

10
月
１
日
の
正
式
な
内
定

解
禁
に
向
け
て
さ
ら
に
手

厚
い
学
生
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

　
迷
っ
た
ら

　
就
職
課
へ

　
福
江
聡
就
職
・
進
路
支

援
部
長
の
話
　「
い
く
ら

〝
学
生
の
売
り
手
市
場
〞

だ
と
言
っ
て
も
油
断
は
絶

対
に
禁
物
。
し
っ
か
り
と

準
備
を
重
ね
て
自
分
の
就

活
ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
こ
と
や
迷
い
が
あ

っ
た
ら
、
就
職
課
に
相
談

に
来
て
く
だ
さ
い
」

　
日
本
沙
漠
学
会
の
第
28
回

学
術
大
会
（
５
月
27
、
28

日
、
本
学
で
開
催
）
で
、
竹

内
舞
子
さ
ん
（
生
命
環
境
科

学
専
攻
修
士
２
年
、
矢
沢
勇

樹
研
究
室

写
真
左
下
）
が

「
耕
作
放
棄
さ
れ
た
谷
戸
田

を
囲
む
森
林
の
機
能
性
と
今

　
２
０
１
８
年
春
の
卒
業
予
定
者
を
対
象
に
し
た

企
業
の
採
用
選
考
が
６
月
１
日
に
解
禁
と
な
り
、

本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
「
内
定
獲
得
！
」
の
声

が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
本
学
の
今
年
３
月
学
部
卒

業
者
の
内
定
率
は
94
・
１
％
と
、
現
在
の
形
で
記

録
を
取
り
始
め
て
か
ら
最
高
と
な
っ
た
が
、
就
職

課
は
さ
ら
な
る
記
録
更
新
を
目
指
し
て
学
生
支
援

に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

内定率最高　目指し
●　就活　採用選考スタート

竹
内
さ
ん

ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞

▼　
谷
戸
田
を
囲
む
森
林
の
水
源
涵
養
シ
ス
テ
ム
研
究

感謝状を手に𠮷村教授(右)と児嶋洋平警察庁災害対策室長

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
懇
談
会
に
詰
め
か
け
た
学
生
た
ち

企業の担当者の説明に、真剣にメモをとる学生たち
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
続
い
て
大
川
茂
樹
・
入
学

試
験
委
員
長
（
副
学
長
・
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
教

授
）
が
30
年
度
の
Ａ
Ｏ
・
推

薦
、
セ
ン
タ
ー
利
用
、
一
般

入
試
の
ポ
イ
ン
ト
と
主
な
変

更
点
な
ど
を
詳
細
に
説
明
。

そ
れ
に
よ
る
と
Ａ
日
程
・
Ｂ

日
程
入
試
の
サ
テ
ラ
イ
ト
試

験
会
場
に
、
30
年
度
は
新
た

に
大
阪
が
追
加
さ
れ
る
。

　
最
後
に
日
下
部
聡
・
入
試

広
報
部
長
が
「
近
年
、
千
葉

工
大
と
言
え
ば
〝
志
願
者
の

急
増
〞
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
実
は

教
育
改
革
に
非
常
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
大
学
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
認

識
し
て
頂
き
た
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　
説
明
会
の
前
後
に
設
け
ら

れ
た
個
別
相
談
会
で
も
、
多

く
の
高
校
教
員
が
入
試
委
員

か
ら
熱
心
に
説
明
を
受
け
て

い
た
。

　
昭
和
22
年
９
月
に
第
１
回

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
か

ら
今
年
で
70
周
年
に
な
る
同

窓
会
の
平
成
29
年
度
通
常
総

会
が
５
月
27
日
、
昨
年
に
続

い
て
新
習
志
野
校
舎
１
号
館

で
開
か
れ
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
坂
本

洋
会
長
（
昭
和
45
年
土
木

卒
）
は
「
同
窓
会
は
現
在
、

50
の
地
域
支
部
と
９
つ
の
職

域
支
部
合
わ
せ
て
59
支
部
に

会
員
が
８
万
４
２
０
０
人
、

そ
の
６
割
、
５
万
人
が
平
成

に
入
っ
て
か
ら
の
卒
業
生
で

す
。
今
年
、
設
立
75
周
年
を

迎
え
た
母
校
は
今
、
本
当
に

活
力
が
あ
る
が
、
母
校
の
活

力
は
同
窓
会
の
活
力
に
つ
な

が
る
。《
世
界
文
化
に
技
術

で
貢
献
す
る
》
と
い
う
建
学

の
精
神
を
掲
げ
、《
世
界
の

Ｃ
Ｉ
Ｔ
》
を
目
指
し
て
我
々

も
頑
張
り
た
い
」
と
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
出
席
者
に
呼

び
か
け
た
。

　
総
会
は
こ
の
後
、
28
年
度

事
業
・
収
支
決
算
報
告
、
29

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

を
全
会
一
致
で
承
認
。

　
事
業
計
画
で
、
大
学
祭
期

間
中
の
11
月
25
日
に
同
窓
会

設
立
70
周
年
記
念
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
を
行
う
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
当
日
は
本
学
で

学
ん
だ
工
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
、
全

国
に
先
駆
け
牛
乳
の

ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

を
導
入
し
た
異
色
の

経
営
者
、北
海
道
・
浜

中
町
農
協
組
合
長
の

石
橋
栄
紀
氏
（
昭
和

39
年
工
経
卒
）
の
講

演
。
同
氏
は
、
ハ
ー

ゲ
ン
ダ
ッ
ツ
や
カ
ル

ピ
ス
の
原
料
に
使
用

さ
れ
る
浜
中
町
産
ブ

ラ
ン
ド
の
高
品
質
エ
コ
牛
乳

を
一
手
に
供
給
し
て
い
る
こ

と
で
も
名
を
馳
せ
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
５
学
部
17
学
科

体
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
学

外
評
議
員
定
数
を
支
部
評
議

員
数
と
同
程
度
の
60
人
と
す

る
同
窓
会
会
則
の
一
部
改
正

も
承
認
。
こ
の
改
正
に
は
副

会
長
の
定
数
を
１
人
増
や
し

て
３
人
と
す
る
こ
と
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

　
役
員
交
代
で
は
福
島
、
富

山
、静
岡
中
部
、愛
媛
、福
岡
、

長
崎
の
各
地
域
支
部
と
日
野

グ
ル
ー
プ
、
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
の

２
職
域
支
部
の
支
部
長
交
代

を
承
認
。
退
任
し
た
旧
支
部

長
に
は
坂
本
会
長
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
＊

　
総
会
終
了
後
、
食
堂
棟
２

階
で
開
か
れ
た
懇
親
会
で
は

瀬
戸
熊
修
理
事
長
が
「
本
学

は
こ
こ
数
年
の
改
革
で
経
営

的
に
も
、
教
学
面
で
も
活
性

化
し
充
実
度
を
増
し
て
き
ま

し
た
。
い
ず
れ
は
日
本
を
代

表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
力
を
備
え

た
工
業
大
学
へ
と
成
長
さ
せ

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、

「
創
立
１
０
０
年
に
向
か
っ

て
同
窓
生
も
よ
ろ
し
く
ご
協

力
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
こ
の
後
、
瀬
戸
熊
理
事

長
、
小
宮
学
長
、
坂
本
会
長

ら
に
よ
る
鏡
開
き
、
宮
川
博

光
常
務
理
事
（
昭
和
52
年
工

経
卒
）
の
音
頭
で
乾
杯
、
学

生
４
会
（
学
友
会
・
文
化
会

・
体
育
会
・
寮
友
会
）
代
表

の
紹
介
と
続
き
、
恒
例
の
抽

選
会
で
は
当
選
番
号
が
読
み

上
げ
ら
れ
る
た
び
に
歓
声
が

上
が
っ
た
。

　
閉
会
の
前
に
は
応
援
団
の

エ
ー
ル
で
全
員
で
校
歌
を
斉

唱
。
同
窓
生
た
ち
は
グ
ラ
ス

片
手
に
学
生
時
代
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

同窓会70周年　総会開く
▼　活力は上昇、11月に記念事業

　
高
校
教
員
を
対
象
に
し
た

本
学
の
平
成
30
年
度
入
試
説

明
会
が
５
月
26
日
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
、
30
日
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た

写
真
。

　
旧
工
学
部
改
編
に
よ
る
５

学
部
17
学
科
体
制
の
構
築
か

ら
２
年
目
の
こ
の
春
の
入
試

が
昨
年
度
と
同
様
全
国
９
位

の
志
願
者
を
集
め
た
こ
と
を

受
け
て
、
２
日
間
の
参
加
高

校
は
昨
年
度
を
20
校
上
回
る

２
１
５
校
と
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。

　
地
域
別
の
参
加
校
も
東
京

都
や
千
葉
県
を
中
心
に
北
関

東
や
甲
信
越
へ
と
広
が
り
、

香
川
県
か
ら
の
参
加
校
も
。

本
学
の
人
気
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け

て
い
た
。

　
今
年
の
２
回
の
説
明
会
で

は
、
ま
ず
小
宮
学
長
が
参
加

教
員
に
本
学
の
歴
史
や
教
育

・
研
究
の
特
色
な
ど
を
40
分

に
わ
た
っ
て
じ
か
に
語
り
か

け
た
。
教
学
の
責
任
者
が
自

己
紹
介
を
含
め
て
本
学
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
生
の

言
葉
で
語
る
こ
と
で
、
高
校

側
の
本
学
へ
の
理
解
を
深

め
、
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら

お
う
と
い
う
狙
い
だ
。

　
わ
け
て
も
小
宮
学
長
が
強

調
し
た
の
が
、
就
任
以
来
最

も
力
を
入
れ
て
き
た
教
育
改

革
と
そ
の
成
果
。
か
つ
て
全

国
の
大
学
の
平
均
の
２
倍
に

達
し
て
い
た
学
生
の
退
学
率

を
、
教
員
の
「
や
る
気
」
を

引
き
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

や
、
学
生
の
授
業
評
価
な
ど

の
数
字
の
「
見
え
る
化
」、

「
教
育
の
た
め
の
研
究
」
の

督
励
な
ど
で
、
教
育
水
準
を

維
持
し
な
が
ら
ほ
ぼ
全
国
平

均
並
み
ま
で
に
下
げ
た
と
話

す
と
、
高
校
教
員
た
ち
は
納

得
の
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い

た
。

参
加
215
校
に
改
革
成
果
を
説
明

▼　
高
校
教
員
へ
の
30
年
度
入
試
説
明
会

　本
学
赤
れ
ん
が
門

　朝
日
連
載
で
紹
介

　
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
の

赤
れ
ん
が
門
が
５
月
22
日

付
朝
日
新
聞
夕
刊
の
連
載

「
各
駅
停
話
」
に
、「
学

生
と
生
き
る
赤
れ
ん
が
」

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

写
真
。

　「
様
々
な
人
々
が
交
錯

す
る
駅
に
ま
つ
わ
る
物
語

を
、
路
線
ご
と
に
紹
介
」

す
る
こ
の
コ
ラ
ム
。
５
月

15
日
に
千
葉
か
ら
始
ま
っ

た
Ｊ
Ｒ
総
武
線
の
７
番

目
、
津
田
沼
の
〝
主
役
〞

と
し
て
、「
72
年
前
は
、

陸
軍
鉄
道
第
２
連
隊
の
表

門
だ
っ
た
」
と
、
ま
ず
故

事
来
歴
を
語
る
。
そ
し
て

本
学
開
学
後
は
地
元
の
人

た
ち
に
「
工
大
の
れ
ん
が

門
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
１
９
９
８
年
に
は

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
学
生
諸
君
は
ご

存
じ
で
し
た
か
？

　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
・
赤
澤

智
津
子
教
授
の
研
究
室
が

「
船
橋
在
宅
医
療
ひ
ま
わ
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
玉
元
弘

次
代
表
）
の
委
託
を
受
け
て

制
作
し
た
ロ
ゴ
・
マ
ー
ク

左
下

が
、
５
月
か
ら
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
メ
ン
バ

ー
の
名
刺
や
ピ
ン
バ
ッ
ジ
、

の
ぼ
り
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
。

　
同
研
究
室
の
石
井
智
崇
さ

ん
（
現
修
士
１
年
）
を
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
昨
年
度
の
４
年

生
６
人
が
制
作
し
た
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
医
療

・
介
護
関
係
団
体
と
船
橋
市

の
25
団
体
で
構
成
。
急
速
に

進
む
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
ひ
ま
わ
り
は
船
橋
市
の
花

で
、
一
つ
に
見
え
る
大
き
な

花
が
実
は
多
く
の
小
さ
な
花

の
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
を
中
心
に
連
携
す

る
医
療
・
介
護
関
係
者
の
姿

と
重
な
る
と
し
て
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
名
称
に
採
用
さ
れ

た
。
ロ
ゴ
・
マ
ー
ク
は
そ
ん

な
関
係
者
同
士
の
「
つ
な
が

り
を
感
じ
る
親
し
み
や
す

さ
」
を
表
現
し
て
い
る
。

医
療
団
体
ロ
ゴ
を
制
作

▼　
赤
澤
研
の
６
人　

委
託
受
け
て

ロゴマーク発表会で赤澤研メンバーと、ひまわりネットワ
ークの２人＝玉元代表(中央右)と松岡かおりさん(左端)

同窓会の通常総会

懇親会で鏡開き
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６月24日(土)ＰＰＡ総会、７月17日(月･祝)海の日・休日授業日

　
大
学
に
試
験
さ
え
な
け
れ

ば
、「
最
高
！
」
な
ん
て
思

っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
私
は
そ
ん
な
風
に
い
つ
も

思
っ
て
い
た
学
生
で
し
た
。

試
験
等
で
、
し
っ
か
り
準
備

や
練
習
を
し
た
の
に
良
い
結

果
が
出
な
か
っ
た
事
は
無
い

で
す
か
？
　
ま
た
何
気
な
く

臨
ん
だ
結
果
が
良
か
っ
た
こ

と
も
。
私
は
そ
ん
な
経
験
は

た
く
さ
ん
し
、
そ
の
結
果
を

安
易
に
受
け
止
め
て
い
ま
し

た
。

　
し
か
し
社
会
に
出
る
と
流さ

す

石が

に
そ
う
簡
単
で
な
く
な

り
、
あ
る
と
き
米
国
元
財
務

長
官
ロ
バ
ー
ト
・
ル
ー
ビ
ン

氏
の
言
葉
に
辿た

ど

り
着
き
ま
し

た
。

　「
と
き
と
し
て
間
違
っ
た

判
断
が
成
功
に
結
び
付
く
こ

と
が
あ
れ
ば
、
き
わ
め
て
正

し
い
判
断
が
失
敗
に
終
わ
る

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
長

い
目
で
見
れ
ば
、
よ
り
深
く

考
え
抜
い
た
う
え
で
の
意
思

決
定
は
、
全
体
と
し
て
は
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
り
、

結
果
そ
の
も
の
よ
り
も
、
い

か
に
検
討
を
加
え
て
意
思
決

定
が
行
わ
れ
た
か
が
評
価
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
」

　
す
ば
ら
し
い
仲
間
と
の
出

会
い
、
色
々
な
活
動
を
通
じ

て
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

頂
い
た
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
会
長
の
退

任
に
際
し
こ
の
名
言
を
学
生

諸
君
に
送
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
Ｐ
Ｐ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
室
川
　
和
也

　
ベ
ラ
ン
ダ
に
住
む
カ
メ
、

ウ
シ
ガ
エ
ル
、
ヤ
モ
リ
に
始

ま
り
、
子
供
部
屋
に
は
ウ
ォ

ー
タ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
、
フ
ト
ア

ゴ
ヒ
ゲ
ト
カ
ゲ
、
ハ
リ
ネ
ズ

ミ
…
…
と
、
我
が
家
に
は
居

候
が
た
く
さ
ん
い
る
。

　
も
う
、
ペ
ッ
ト
は
お
腹
い

っ
ぱ
い
！
に
も
関
わ
ら
ず
、

娘
の
一
押
し
に
根
負
け
し

て
、
旦
那
が
生
後
３
ヶ
月
の

ト
イ
プ
ー
ド
ル
を
家
族
の
一

員
と
し
て
迎
え
入
れ
て
し
ま

っ
た
。

　
長
年
、
実
家
で
大
型
の
秋

田
犬
を
飼
っ
て
い
た
犬
好
き

の
私
だ
が
、
室
内
で
ワ
ン
ち

ゃ
ん
を
飼
う
な
ん
て
！
　
そ

ん
な
の
夢
の
ま
た
夢
、
今
後

の
人
生
で
も
想
像
す
ら
出
来

ず
、当
初
は
戸
惑
う
ば
か
り
。

　
ま
だ
小
さ
い
こ
と
も
あ

り
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
ふ
や

か
し
た
り
、
パ
ピ
ー
サ
プ
リ

や
ブ
ド
ウ
糖
を
投
入
し
た
り

…
…
。
実
家
で
、
夕
飯
の
残

り
物
を
鍋
か
ら
ど
っ
さ
り
与

え
て
い
た
大
型
犬
と
は
勝
手

が
違
う
で
は
な
い
か
!?
　
仕

事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も

忙
し
く
、
常
に
バ
タ
バ
タ
し

て
い
る
私
だ
が
、
ペ
ッ
ト
の

お
世
話
ま
で
大
変
よ
！
と
、

職
場
の
同
僚
や
知
人
の
心
配

は
よ
そ
に
、
そ
の
バ
タ
バ
タ

ご
と
楽
し
ん
で
い
る
毎
日
。

ト
イ
プ
ー
ド
ル
の
「
チ
ョ
コ

ち
ゃ
ん
」は
、愛
く
る
し
い
眼

差
し
で
毎
日
私
を
迎
え
て
く

れ
る
。
憂
鬱
な
梅
雨
も
今
年

は
楽
し
く
過
ご
せ
そ
う
だ
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
全
力
で
走
り
だ
し
た
新
年

度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
皆
様
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
二
年
前
、
亡
く
な
っ
た
主

人
が
娘
に
残
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
中
の
一
文
に
、「
休
憩

を
取
る
こ
と
も
次
に
頑
張
る

た
め
に
必
要
な
事
だ
か
ら

ね
。」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
二
倍
速
の
人
生
を

送
り
、
い
つ
も
全
力
疾
走
で

や
っ
て
し
ま
う
自
分
に
似
て

い
る
娘
を
想
い
書
き
残
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
今
、
頑
張
り

続
け
て
い
る
皆
様
に
も
是
非

心
に
留
め
て
お
い
て
欲
し
い

言
葉
で
す
。

　
少
し
疲
れ
た
と
感
じ
て
い

る
時
、
ち
ょ
っ
と
や
る
気
が

出
な
く
な
っ
て
き
た
時
、
そ

ん
な
時
は
走
り
続
け
ず
に
一

旦
少
し
「
休
憩
」
を
し
て
み

て
下
さ
い
。
頭
と
体
を
す
っ

き
り
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
元
気
に
大
学
に
来
て
大

い
に
学
ん
で
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
学
生
セ
ン
タ
ー
で
は
一
年

を
通
し
て
学
生
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
本
文
化
体
験
や
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
等
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

機
会
に
是
非
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?!

　
新
習
志
野
学
生
課

　
　
　
　
　
　
大
竹
　
智
美

クラブの活動状況

▲

文化会 期　間 大会・発表会名

囲碁部 ５/３ 平成29年度春季関東学生囲碁団体戦

天文研究部
５/２、３、８、15、22、29

５/18

観測会

星空教室

ソフトメディア研究会
５/13

５/28

他大学合同討論研究会

ASSEMBLE

環境科学研究会 ５/13 水環境調査

フィッシャークラブ ５/13 交流会

ＴＲＰＧ研究会 ５/13 へっぽこら!

総合工学研究会 ５/20 第15回ROBO-ONE　Conference

陶芸研究会 ５/20 関東学生陶芸連盟　新入生歓迎会

茶道部 ５/21 春茶会

将棋倶楽部 ５/７～21 春期団体戦

上記クラブのほか、多くのクラブが課外活動に励んでいます。定期的にいろいろなクラブの活動状況をお知らせしています。

　
第
22
回
文
化
の
祭
典
（
実

行
委
員
長
・
牧
野
祐
亮
さ
ん

デ
ザ
イ
ン
科
学
科
４
年
）

が
５
月
29
日
（
日
）、
津
田

沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
は
「
文
化
見
聞
録
」。「
外

部
か
ら
足
を
運
ぶ
方
々
に
、

本
学
文
化
会
サ
ー
ク
ル
の
活

動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
す

ま
す
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
願
っ
た
。

　
工
学
、
文
芸
、
音
楽
、
ア

ニ
メ
な
ど
各
分
野
の
サ
ー
ク

ル
が
、
練
り
上
げ
た
企
画
を

６
号
館
を
中
心
に
展
示
し

た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ア

カ
ペ
ラ
、
ダ
ン
ス
、
神
田
外

語
大
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
サ
ー

ク
ル
な
ど
が
練
習
の
成
果
を

披
露
。
訪
れ
た
市
民
約
２
８

０
０
人
と
と
も
に
祭
典
を
楽

し
ん
だ
。

　
人
気
を
集
め
た
の
は
、
親

子
で
楽
し
め
る
「
体
験
」
型

イ
ベ
ン
ト
や
、
恒
例
マ
ン
ガ

研
究
会
の
似
顔
絵
サ
ー
ビ

ス
、
鉄
道
倶
楽
部
の
ミ
ニ
電

車
乗
車
体
験
、
陶
芸
研
究
会

の
体
験
な
ど
で
、
来
場
者
の

行
列
が
で
き
た
。

　
一
方
、
声
優
の
新
井
里
美

さ
ん
を
招
い
て
文
化
講
演
会

を
開
催
。
新
井
さ
ん
は
ア
ニ

メ
「
Re:

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る

異
世
界
生
活
」
の
ベ
ア
ト
リ

ス
役
や
「
と
あ
る
科
学
の
超レ

電ー

磁ル

砲ガ
ン

」
の
白
井
黒
子
役
を

務
め
て
い
る
。
新
井
さ
ん

は
、
声
優
に
な
っ
た
き
っ
か

け
か
ら
、
や
り
が
い
を
感
じ

る
瞬
間
、
声
優
以
外
で
や
っ

て
み
た
い
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
展
開
し

た
。
講
演
会
の
司
会
進
行
は

学
生
た
ち
が
務
め
た
。

　
祭
典
で
一
番
輝
い
た
サ
ー

ク
ル
を
、
来
場
者
が
投
票
で

決
め
る
「
サ
ー
ク
ル
総
選

挙
」
は
▽
１
位
・
陶
芸
研
究

会
▽
２
位
・
天
文
研
究
部
▽

３
位
・
精
密
ロ
ボ
ッ
ト
研
究

会
｜
｜
と
決
ま
っ
た
。

　
牧
野
実
行
委
員
長
は
「
告

知
時
期
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し

た
が
、
来
場
者
は
例
年
よ
り

増
え
ま
し
た
。
来
年
は
告
知

を
早
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

発
展
が
見
込
め
そ
う
で
す
」

と
語
っ
た
。

多彩サークル見聞録
来場市民２８００人とともに 第

22
回
文
化
の
祭
典
開
く

鉄
道
倶
楽
部
の
Ｎ
ゲ
ー
ジ
模
型
展

一
番
輝
い
た
！
　
陶
芸
研
究
会
が
ろ
く
ろ
で
制
作
実
演

牧
野
実
行
委
員
長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ

子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
ミ
ニ
電
車

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
風
神
の
演
舞

学友会による焼き鳥屋台 吹奏楽部の演奏


